
水害に遭った写真はバクテリアなどに浸食
され、プリント部分が溶けていきます。 

←多摩川の水に浸けて実験したポケットア
ルバムの写真は、およそ１か月後にはこの
ような状態になりました。実際の災害時に
は、かなりの汚水によりもっと早く浸食が
進むと想像されます。 
一日も早く乾燥させて浸食を止め、水洗い
することで、多くの写真を残すことができ
ます。 

調布災害フォトボランティアでは、アルバ
ムごとお預かりし、以下の手順で作業を進
め、写真をお返しいたします。 
　①乾燥 
　②切出し（アルバムは分解します） 
　③水洗い・すすぎ～乾燥 
　④仕上げ（アルコール洗浄など） 

思い出のお写真の救済を、心を込めてお手
伝いさせていただきます。 

  https://www.facebook.com/chofuspv/
   https://twitter.com/chofuspv/


　🎞  調布災害フォトボランティア は 
水に濡れた写真をお預かりして洗浄作業をお手伝いいたします

調布  Saigai  Photo  Volunteer 
調布災害フォトボランティア 

✉ chofuspv@gmail.com


